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	応用
	抗原情報
	背景
	インターロイキン-10（IL-10）は、T細胞、NK細胞、マクロファージによって産生される抗炎症性サイトカインです。IL-10は、IL-10 RIとIL-10 RIIからなる細胞表面受容体複合体に結合してシグナル伝達を開始し、Jak1とTyk2の活性化、およびStat3のリン酸化を引き起こします。免疫系の多くの細胞に作用する主要な免疫調節性サイトカインであり、顕著な抗炎症作用を発揮し、炎症による過度の組織破壊を抑制します。IL10のメカニズムとしては、IL10RAとIL10RBからなるヘテロ四量体受容体に結合し、JAK1とSTAT2を介したSTAT3のリン酸化を引き起こします（PubMed:16982608）。その結果、STAT3は核に移行し、抗炎症メディエーターの発現を促進します（PubMed:18025162）。マクロファージや単球などの抗原提示細胞（APC）を標的とし、顆粒球マクロファージコロニー刺激因子（GM-CSF）、顆粒球コロニー刺激因子（G-CSF）、IL-1α、IL-1β、IL-6、IL-8、TNF-αなどの炎症性サイトカインの放出を阻害します（PubMed:1940799、PubMed:7512027、PubMed:11564774）。また、MHCクラスIIおよび共刺激分子の発現を抑制し、T細胞活性化を誘導する能力を阻害することで、抗原提示を阻害します（PubMed:8144879）。さらに、mTORシグナル伝達を含む必須代謝経路を再プログラムすることで、マクロファージの炎症反応を制御します（類似性による）。
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	Ramos 細胞溶解物中の IL10 発現のウェスタン ブロット分析。

